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古(環境戦略解析機構)水山光癖(京都教育大学）

ｃ・「持続可能性に向けての現境牧育一その２－」

（持続可能性に向けての教育(EIS)研究会）

今村光瀬(代表者・仁愛犬学)石川聡子(大阪

教育大学)井上有一(京都Wi鞭大学)塩川哲雄(大阪

府立北千里商等学校)原田智代(京都精華大学）

。．「｢自分を見つめる」グループワーク実習」

木内功(大阪府立総合Hf少年野ﾀ賭動センター〉

山本正高(甲IIi大学）

ｃ・展示「４Ｒのリサイクル活助と搬環型コミュニ

ティの創造」

甲南大学谷口文章研究室

一般研究発表

くＡ会場＞現境汚染(大気、水）

○片岡法子(あおぞら財団)松井克行(大阪府立西淀

川高等学校)松村暢彦(大阪大学大学院）「西淀川

公害に閲する学習プログラム作成研究会の活動報

告」

松村禍彦(大阪大学大学院）「市販ブロックを用いた

大気汚染ilIiの理解のための教材間発について」

松井克行(大阪府立西淀川高等学校）「｢大気汚染ブ

ロック教材」を用いた環境教育突殴～高校地歴公

民科における活用例～」

深野哲也(大阪府立三国丘高等学校）「植物等による

ＮＯＸ吸収率iii易測定法の開発」

山田弘司(大阪市教育振興公社）「水を測る～簡易水

質調壷測定器共を使って環塊教育を考える～」

山田弘司(大阪市教育振興公社）「ＢＯＤ〈BioCl1eInicllI

OxygenDemand）とＣＯＤ（CI1emicaIOxygen
Demand）の有機物汚染の表示について考える」

＜Ｂ会場＞環境教育教材

○角倉理､H千・Ⅲ藤英一('''1真市立第二中学校）「ペッ

トポトルからジュゴンまで～中学校選択(高分子

化学)と学校図譜館活動(自然保謹学習)の述挽～」

中村和幸(大阪府立城山高等学校）「バタフライガー

デンに用いられる植物の調査」

田先崇志(兵皿県立香寺高等学校）「身近にある環境

教材を様々に活かす」

○山路伸子(大阪市立梅香小学校)○田中敬子(宝塚

市立すみれが丘小学校)｢現塊教育に不可欠な数理

的感覚を贈こう～身の回りは数的IiuiEでいっぱい～」

山本勝博(大阪府教育センター）「環境教育における

教材化についての考察」

宮下繁（京都府立束舞鶴高等学校）「『誰でもできる

リサイクル」～側放講座の報告～」

＜Ｃ会場＞フィールド･地域･パートナーシップ

秦載(第９同今回雑木林会談神戸大会邪務局長）

「第９回全国雑木林会議神戸大会に閲する報告～

日本環境教育学会関西支部後援耶業報告～」

友野哲彦(神戸商科大学経済学科）「大学生による地

域現境データプックの作成と公表～高知県を辨例

に～」

平田撒士男(姫路工業大学・淡路景観園芸学校）「ま

ちづくりボランティア布成を目的としたアメリカ

の州立大学のコーポラテイプイクステンシヨンの

活動～マスターガーデナーの育成を事例に～」

藤岡達也(大阪府教育センター）「大阪府における環

境教育推進のためのパートナーシップ」

本庄瓦（香芝市立英美ヶ丘束小学校)｢水と人々のく

らし～典美ケ丘束小学校４年(２組)の実殿報告～」

汁木明弘(滋飼大学大学院紋Tir学研究科）「山村をフィー

ルドとした環境学習プログラムの開発～文化体験

に鰹点を当てて～」

＜Ｄ会場＞政雄・価値・理鐙

天野雅夫(神戸商科大学）「環境政策の研究～イギリ

スの気候変助プログラム(ＣＣＰ)を中心にして～」

野田文子〈大阪教育大学）「大学生の自然経験と凝塊

共生能力の形成について」

石ⅡI聡子(大阪教育大学)塩川哲雄(大阪府立北千里

高等学校）「価値観を11Hいなおすための環境教育

の理論化～批判的教育学の視座から～」

塩川哲雄(大阪府立北千里高等学校)石川聡子(大阪

教育大学）「地域のIlllRuとかかわる環境教育の取

り組み～批判的教育学の視座から～」

福島古（現塊職略解折機抑）「環境教育学のフレー

ムワーク」

◇福岡県支部の活動
(2001年８月～12月）

福岡県唄範教育学会第６回例会

2001年11月18日（日）

福岡教育大学教育実践総合センター

｢食と農をめぐる環境教育～し､のちを支える食と農～」

識演「いのち危うし、もう待ったなし」竹熊宣孝(熊

本菊池舞止団名誉園長）

講演「今、なぜ有機なのか」片野学(九州東海大学農

学部教授）

昼食有機栽培食品弁当で交流会

シンポジウム「いのちを支える食と農」

コーディネーター片野学

パネリスト生産者川上農圃代表川上直幸

消費者グリーンコープ逆合坂本敬子

消澱者福岡教育大学秋氷優子
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